
私たちのアイデアが実際に商品化さ

れたことがとても嬉しいです。さっつん

の可愛さがより引き立つようなデザイ

ンに！ そして鹿大生が日常使いできる

アイテムを取り揃えました！ ぜひ多くの

方に手にとっていただきたいです。

私たちは日本赤十字社の学生ボランティアと
して活動しており、大学や商業施設で呼びか
け活動を行っています！ 県内外の学生と交流
する機会もあり様々な経験をすることができま
す！ ぜひインスタを覗いてみてください！

（　kagoshimagakusui）

うた部では桜ヶ丘祭コンサートのほか、病院で
のミニコンサートを目標に活動しています！ 幅
広い年齢層に向けたレパートリーを持ち、皆さ
んに楽しい「うた」をお届けしています♪ 初心
者も大歓迎！ 伴奏者も募集中♪♪

（　utabu_kadai）

学内個別
企業研究

セミナー・フェア

10
月
31
日
、令
和
６
年
度

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
長
賞
表

彰
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。こ
の

表
彰
は
、共
通
教
育
科
目
の
通

算
G
P
A
の
値
が
3
・
5
以

上
で
あ
っ
た
学
生
の
う
ち
、各

学
部
の
上
位
2
名
の
学
生
を

共
通
教
育
に
お
け
る
成
績
優

秀
者
と
し
て
表
彰
す
る
も
の

で
す
。

今
回
は
令
和
5
年
度
入
学

生
の
中
か
ら
法
文
学
部
・
教
育

学
部
・
理
学
部
・
医
学
部
・
工

学
部
・
農
学
部
・
水
産
学
部
の

12
名
が
受
賞
し
ま
し
た
。

12
月
5
日
、本
学
弓
道
部

（
顧
問
：
森
尾
成
之
教
授
）

は
、佐
野
学
長
へ
全
日
本
学
生

弓
道
王
座
決
定
戦
第
72
回
男

子
の
部
、お
よ
び
東
西
学
生
弓

道
選
抜
対
抗
試
合
第
70
回
男

子
の
部
の
優
勝
を
報
告
し
ま

し
た
。両
大
会
は
11
月
23
日
か

ら
24
日
に
か
け
て
三
重
県
伊

勢
神
宮
弓
道
場
で
開
催
さ
れ
、

全
日
本
学
生
弓
道
王
座
決
定

戦
は
、鹿
児
島
大
学
弓
道
部

と
し
て
出
場
し
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

東
西
学
生
弓
道
選
抜
対
抗

令
和
7
年
4
月
に
鹿
児
島
大

学
長
に
就
任
し
ま
し
た
井
戸
章
雄

で
す
。

鹿
児
島
大
学
は
1
7
7
3
年
に

島
津
家
第
25
代
島
津
重
豪
に
よ
っ

て
創
設
さ
れ
た「
藩
学
造
士
館
」を

起
源
と
し
、そ
の
建
学
の
精
神「
学

問
の
自
由
と
多
様
性
を
堅
持
し
つ

つ
、自
主
自
立
の
進
取
の
精
神
を

尊
重
し
、地
域
と
共
に
社
会
の
発

展
に
貢
献
す
る
」こ
と
と
と
も
に
教

育
を
通
じ
て「
向
上
心
を
持
っ
て
自

ら
困
難
に
立
ち
向
か
い
、国
際
社

会
で
活
躍
し
う
る
人
材
を
育
成
す

る
」こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

本
学
で
は
、「
進
取
の
精
神
」を

自
ら
培
い
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を

有
し
、世
界
に
羽
ば
た
き
活
躍
で
き

る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、海
外

留
学
・
海
外
研
修
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
お
よ
び「
進
取
の
精
神
」を
具

現
化
し
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
取
組
み
を

支
援
し
、学
生
の
向
上
心
を
育
て

る
た
め
の
奨
学
金
制
度
や
表
彰
制

度
を
設
け
、学
生
が
安
心
し
て
学
べ

る
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
を
整
え
て
い
ま

す
。さ
ら
に
、９
つ
の
学
部
と
９
つ
の

大
学
院
研
究
科
に
１
万
人
を
超
え

る
学
生
が
在
籍
し
て
い
る
総
合
大

学
の
強
み
を
活
か
し
た
学
部
横
断

的
な
学
び
、地
域
と
協
働
し
た
学

び
、地
域
特
性
を
活
か
し
た
体
験

型
教
育
、社
会
の
急
激
な
変
化
を

見
据
え
た
柔
軟
な
教
育
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

２
つ
の
世
界
自
然
遺
産「
屋
久

島
」と「
奄
美
大
島
・
徳
之
島
」に
加

え
て
、世
界
文
化
遺
産「
明
治
日
本

の
産
業
革
命
遺
産
」を
有
す
る
鹿

児
島
の
豊
か
な
自
然
、固
有
の
文

化
・
歴
史
と
い
う
恵
ま
れ
た
環
境
の

中
で
、様
々
な
こ
と
を
学
び
、人
と

し
て
も
成
長
し
、鹿
児
島
大
学
で
学

ん
だ
こ
と
に
自
信
と
誇
り
を
持
っ

て
国
際
的
に
も
活
躍
で
き
る
人
材

に
育
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

本
学
が
目
指
す
困
難
な
課
題
に

果
敢
に
挑
戦
す
る「
進
取
の
精
神
」

と
国
際
的
な
広
い
視
野
を
備
え
た

人
材
育
成
に
皆
さ
ま
と
共
に
手
を

取
り
合
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。未
来
を
創
る
若
者
た
ち
へ

の
ご
支
援
、ご
協
力
、宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

試
合
は
、九
州
地
区
代
表
と

し
て
本
学
弓
道
部
か
ら
２
名

が
選
抜
さ
れ
、西
軍
の
優
勝
に

大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。ま

た
、両
大
会
に
お
い
て
、高
尾

真
叶
さ
ん（
教
育
学
部
３
年
）

が
最
優
秀
選
手
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
、顕
著
で
優
秀
な
成
績

を
修
め
ま
し
た
。

佐
野
学
長
か
ら
は
、「
学
業

と
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
素

晴
ら
し
い
結
果
を
修
め
ら
れ

た
。今
後
も
大
会
連
覇
に
向
け

て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」と
、祝

福
と
激
励
が
あ
り
ま
し
た
。今

後
と
も
本
学
弓
道
部
へ
の
応
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
本
学
同
窓
会
連
合

会
協
力
の
も
と
、12
月
7
日
に

「
き
ば
い
や
ん
せ
、鹿
大
生

2
0
2
4
！
」を
開
催
し
、44

名
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、全
学
年
の
学

生
が
、様
々
な
キ
ャ
リ
ア
を
有

す
る
卒
業
生
に
直
接
話
を
聞
い

た
り
質
問
を
し
た
り
す
る
な
ど

対
話
を
通
じ
て「
働
く
こ
と
」の

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
、今
回
は
5
名
の
卒
業
生
を

お
迎
え
し
開
催
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
卒
業
生
か
ら
業

界
動
向
や
業
務
内
容
、在
学

中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
い
っ
た
自

己
紹
介
が
あ
り
、そ
の
後
、グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
テ
ー
マ
に

つ
い
て
意
見
を
出
し
合
い
、発

表
に
対
し
て
各
ゲ
ス
ト
か
ら

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
含
め
た

エ
ー
ル
や
ア
ド
バ
イ
ス
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

参
加
学
生
に
よ
る
事
後
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
前
向
き
な
声
が

多
く
あ
り
、仕
事
理
解
の
促
進

だ
け
で
な
く
、在
学
中
の
今
で

き
る
行
動
が
将
来
必
ず
役
に

立
つ
こ
と
な
ど
、多
く
の
気
づ

き
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、今
回
参
加
い
た
だ
い

た
卒
業
生
に
は
、本
学
学
生
の

適
切
な
キ
ャ
リ
ア
観
の
醸
成
を

図
り
、社
会
で
活
躍
す
る
人
材

育
成
を
目
的
と
し
た「
鹿
児
島

大
学
名
誉
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
」を
委
嘱
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
終
了
後
に
は
、多

く
の
学
生
が
残
り
質
問
す
る

な
ど
親
睦
と
理
解
を
深
め
、

卒
業
生
と
い
う
レ
ン
ズ
を
通
し

て
未
来
の
自
分
を
考
え
る

〝
き
っ
か
け
〞と
な
る
有
意
義

な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
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第35号

3月25日、卒業式・修了式を挙行。
最高の仲間と最高の笑顔で学び舎を巣立ちました！

今号では、読者アンケートで多くのお声をいただきました“大学祭の様子”を取り上げました。
楽しい雰囲気や開催に尽力した実行委員の思いが伝わればと思います。他にも学生広報サ
ポーターがアイデアを出し合い実際に商品化した鹿大オリジナルグッズにも注目です。大学の
最新情報はHP・Instagramにて随時更新していますのでぜひご覧ください。

弓
道
部
が
学
長
へ
全
日
本
学
生

弓
道
王
座
決
定
戦
お
よ
び
東
西

学
生
弓
道
選
抜
対
抗
試
合
の

優
勝
を
報
告

共
通
教
育
に
お
け
る

成
績
優
秀
学
生
を
表
彰

「
き
ば
い
や
ん
せ
、鹿
大
生

2
0
2
4
！
」を
開
催

EVENTS IN KAGOSHIMA UNIVERSITY

このほかにも公式HPやインスタグラムにて、さまざまな情報を発信中！ 2024.10-2025.3NEWS

自動車部は自動車競技をはじめとした、自動
車に関わる活動を行っています。昨年の大会
では、初出場ながら全国大会６位の成績を収
めました。今年は株式会社マルマエ様と共に、
九州学連戦への出場を目指しています。

自動車部
主将：松尾 紘斗さん（工学部3年）
部員数：29名（男子28名、女子1名）

令和７年度 キャリア形成支援センター主催イベント

献血推進サークル「てんてん」
代表：若杉 奈央さん（法文学部2年）
部員数：11名（男子5名、女子6名）

医歯学合同うた部
部長：松本 萌さん（医学部3年）
部員数：28名（男子10名、女子18名）

公
認

サー
クル一覧はこちら

学
長
就
任
の
ご
挨
拶

国立大学法人鹿児島大学長
井戸 章雄

略 

歴
S59 .6  長崎大学医学部附属病院 第一内科 研修医
H 2 .9 カルガリー大学医学部 生化学教室 研究員
H 8 .11 宮崎医科大学医学部 内科学第二講座 助手
H13.10 同　　　　　　　　　　　　　　　  講師
H14.7 京都大学医学部附属病院 探索医療センター 助教授
H19.7 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科健康科学専攻人間環境学講座
 消化器疾患・生活習慣病学分野 准教授
H26.1 同　　　　　　　　　　　　   教授
H27.4 鹿児島大学医学部・歯学部附属病院病院長補佐（兼任）
R 3 .4 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 研究科長（兼任）
R 5 .4 鹿児島大学 理事・副学長（研究・情報担当）
R 7 .4 鹿児島大学 学長
 現在に至る

キャリア総合ガイダンス
（キャリアスタートアップセミナー）

かごしま課題解決型キャリア実習
（職業体験）募集説明会

きばいやんせ2025

かごしま課題解決型キャリア実習
（職業体験）受入企業によるプログラム説明会

全学年

学部１年生
学部2年生

学部３年生
修士１年生

学部４年生
修士２年生

大学院生

その他

インターンシップ選考対策講座
～自己理解・

（大手）企業研究編～

大学院生のための
キャリアガイダンス

～総合編～

大学院修士学生のための
キャリアガイダンス

～①文系編 ②理系編～

公務員試験対策ガイダンス 留学生向け
就職ガイダンス

個別企業説明会・業界研究セミナー

公務員希望者向け
ガイダンス①

公務員希望者向け
ガイダンス②

就活リスタート講座

大学院博士学生のための
キャリアガイダンス

～①文系編 ②理系編～

インターンシップ選考対策講座
～イベント活用編～

インターンシップ＆
仕事研究セミナー事前ガイダンス

インターンシップ＆
仕事研究セミナー（ブース形式）

インターンシップ選考対策講座
～ESの書き方編～

インターンシップ選考対策講座
～面接編～

就活マナー実践講座
～基礎編～

就活マナー実践講座
～実践編～

模擬面接実践講座

就活選考対策講座
～ESの書き方編～

就活選考対策講座
～面接編～

模擬面接実践講座

SKYCAMP
募集説明会

インターンシップ
振返り講座

進路ガイダンス

２年生のための就活
スタートガイダンス

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

Web 対面 Web・対面※スケジュールは変更することがあります。詳細はキャリア形成支援センターHPを確認ください。

４月７日、鹿児島県総合体育センター体育
館にて入学式を執り行いました。今年度の入
学生は、学部生1,924名、大学院生621名の
計2,545名。ご来賓およびたくさんのご家族の
皆さまにご参列いただきました。式では井戸章
雄学長による入学許可に続き、今吉粒桜さん

（学部入学生代表）、阿野太郎さん（大学院入
学生代表）が入学生宣誓を行いました。

幼い頃に入院した際、医師や看護師の方々に支えていただき、
いつか私も医療従事者として鹿児島に恩返ししたいと鹿児島大
学に入学しました。大学では離島へき地医療や緩和ケアなど学
びたいことがたくさんありますし、ボランティアサークルにも入りた
いです。健康面だけでなく、精神面でも寄り添えるような医療従事
者を目指して頑張ります。

学部入学生代表
医学部 保健学科 今吉 粒桜さん

学部３年時から比較心理学ゼミに入り、動物の行動の特性か
ら人間の行動にも通じる原理などを研究しており、もっと突き詰め
て研究したいと大学院に進学しました。大学院ではさらに実験を
重ねてデータを増やし、いずれは学会などで発表していければと
考えています。他にも、脳が分泌するホルモンにも興味があるので
ひたすら研究に没頭したいです。

大学院入学生代表
人文社会科学研究科 人間環境文化論専攻 阿野 太郎さん

ご入学おめでとうございます
このたび、学生広報サポーターが学生ならではの視点で意見を出し合
い、大学のオリジナルグッズ新商品の企画・デザインの検討・製作を行
いました。現在、インフォメーションセンターで好評販売中です。

ポロシャツ（2種）

マフラータオル

パタパタメモ

アクリルキーホルダー

缶バッジ

トートバッグ

かごんまの色より

あっまっ色（灰汁巻色）

を使用。

2個セットが
ガチャになって

登場！！

※その他の大学オリジナルグッズはHPからご覧いただけます。

KADAI DAYORI KADAI DAYORI

◎編集・発行／国立大学法人 鹿児島大学広報センター
　〒890-8580　鹿児島市郡元1丁目21番24号 TEL：099-285-7035　FAX：099-285-3854 E-mail：sbunsho@kuas.kagoshima-u.ac.jp

保 証 人 の 皆さまへ

※本紙の送付にあたっては、学生が学務Webシステムに登録している住所データを利用しています。住所変更時や送り先の変更を
ご希望の場合は、学生に変更手続きを行うようご連絡ください。住所を含む学生情報の変更は、学生本人のみ行うことができます。

鹿児島大学
公式HP

学生何でも
相談室

広報誌
「鹿大ジャーナル」

YouTube
鹿大チャンネル

広報センター
Instagram

気軽にご相談
ください！

編集後記

（1） （4）
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9トピックス

法文学部

❶神経科学の授業を担当しており、国家資格の公認心理師
を養成するカリキュラムの1科目にもなっています。その他、
統計ソフトの使用法の授業や、科学と社会の関係性を問う
ような授業も担当しています。

❷声には感情が表現されますが、脳がそのような情報をどう表
現し、どのように受け取っているのかに興味があり、超音波
で交わされるマウスの音声コミュニケーションと、それを制
御する脳機能の研究をしています。

❸好きだと思えること、面白いと思えること、知りたいと思えるこ
とがあるということが大事だと思います。大学は自由な学び
を楽しめる場所です。気になったことを突き詰めて考えるこ
とを、誰も止めません。とても大切な時間になるはずです。

教育学部

人文学科 心理学コース / 大学院 人文社会科学研究科
菅野 康太准教授

医学部

理学部

工学部

農学部

歯学部

水産学部

共同獣医学部

Q1   先生の担当する講義や科目は？
Q2   ゼミや研究室ではどのような活動を行っているの？
Q3   学びを通して学生に伝えたいことは？

今号のテーマは各学部の「イチオシの先生」。
令和5年度ベストティーチャー賞を受賞または選考された先生を中心に、
これまでに受賞歴のある先生へ研究内容について聞きました！
˞ϕεトςΟーνャーɿຊֶڭһͷҙཉ্ͱେֶڭҭͷੑ׆ԽΛਤΔ͜ ͱΛతͱ͠ ɺڭҭ࣮ફ
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❶教育学部では中等コースの「教育心理学」、教職大学院で
は「特別の教科 道徳の授業デザイン論」「学校研究の手法
と実践」「学校における生徒指導の実践と課題」「学校にお
けるデータ分析とその活用」を担当しています。

❷研究テーマは、学校教育における道徳教育、対話学習、協
働学習です。私の研究室では、これらをテーマとした学習モ
デルを開発する研究を行っています。開発した学習モデル
は、実際に小中学校で活用してもらっています。

❸将来、教師という仕事に就くためにはどんな力が必要かを
考えて学生生活を送ってほしいという点です。身に付けてほ
しい力は、対話力、集団の統率力、協調性、物事を俯瞰でき
る力です。

大学院 教育学研究科　
假屋園 昭彦教授

❶理学部において「情報科学基礎I」「確率・統計I」「確率・
統計II」を担当しています。

❷ゼミでは、確率論に関する専門書の講読を行っています。各
自、本を読んで理解した内容を発表してもらいます。本の内
容をしっかり理解するためには、わからないことを調べたり、
他の文献を読んだりして準備する必要があります。

❸数学の専門書は途中式や証明の省略が多くあり、時には
間違いもあります。正確に理解するためには、何がどうしてそ
うなるのかを常に考えなければいけません。ゼミを通して、こ
の「常に考える」という習慣を身につけてほしいです。

数理情報科学プログラム　
塚田 大史助教

❶「運動学」や「神経系理学療法学実習」の科目を担当してい
ます。リハビリテーションに携わることを目指す学生に、人間
の動作の仕組みや原理、そして脳卒中のリハビリテーション
の実践について指導しています。

❷人間の動作解析を主な研究テーマとしています。モーション
キャプチャーや筋電図を用い、動作のメカニズムを分析して
います。また、ウェアラブルセンサーを用いることで、病院など
の臨床現場でのデータ収集や分析にも取り組んでいます。

❸私たちの研究室に所属する大学院生は理学療法士です。
研究活動を通じて、患者さんの動作のメカニズムへの理解
を深め、その知見をリハビリテーションの臨床現場で活用で
きる能力を身につけてもらいたいと考えています。

保健学科 理学療法学専攻　
木山 良二准教授

❶動物の筋肉、内臓、血管、神経について学ぶ「獣医解剖学」
や、それらの微細構造について学ぶ「獣医組織学」の講義と
実習を担当しています。

❷動物の肉眼解剖や骨標本を作製して動物の特徴を明らか
にすることや、臓器の顕微鏡標本から構成する細胞のはた
らきについて調べています。まれに外部機関から骨の鑑定
を依頼されることもあります。

❸研究活動を通して社会人としての常識を身に付けて卒業し
てほしいです。研究室には自身の支えになってくれる先輩や
後輩、そして我々教員がいます。周りとのコミュニケーション
を大切にし、考え、正しい行動を実践できる人材に育ってほ
しいなと常々思っています。

共同獣医学科 基礎獣医学講座
辻尾 祐志助教

❶水産経済学を幅広く教えています。学部では「水産経済学」
「水産商品学」「水産マーケティング論」「水産流通論」「養
殖経済論」「フードビジネス論」の6講義を担当しています。

❷当研究室は私、久賀准教授、鈴木助教の3名で運営してお
り、毎学年10～15名が所属しています。経済学と水産学の
両方を基盤とした食品産業や養殖産業の実態分析を行っ
ており、食品企業の最新の動向を学生に伝えています。

❸現代社会における水産食料の重要性を学び、それに関する
専門性を身につけ、日本と世界の水産ビジネスをリードする
人材を目指して欲しいです。そのためにも視野を広く持ち、
利己的にならず、社会への貢献意識と自己犠牲の精神を育
てて欲しいと考えています。

水産学科 水産経済学分野　
佐野 雅昭教授

❶「生物的防除論」「害虫学」「植物生産学実験」「基礎生物
学入門」「植物生産科学」を担当しています。

❷夏作・冬作の年2回、学生とともに野菜を栽培して、その野
菜上の害虫を殺虫剤に頼らず防除する方法について研究
しています。また、殺虫剤に頼らない方法で収量が減ること
がないように、収量と収穫物の品質も調査しています。

❸第一に、出荷できるレベルの野菜を自ら栽培できる力を
養っています。そのうえで、畑に現れる害虫や天敵昆虫を見
分ける力とどうすれば、害虫達を野菜から遠ざけ、天敵を寄
せることができるのか考える力を得て卒業してもらえるよう
にしています。

農学科 環境共生科学プログラム　
坂巻 祥孝教授

❶プログラミングや人工知能の講義を担当しています。学生は
講義前に講義映像を視聴して予習を行い、講義中はグルー
プで議論を重ねる形で授業を受けます。大学院では企業と
連携して課題解決型の講義を行っています。

❷機械学習や最適化など人工知能（AI）分野の要素技術と実
応用に関する研究を行っています。新しいアルゴリズムを考
案したり、企業や他分野の研究者が抱えている未解決の実
問題にAI技術を応用しています。

❸「覚える」ことで思考停止するのではなく、「意味を考える」こ
とができるようになりましょう。勉強と仕事は似ていません
が、研究と仕事はよく似ています。研究を通じて、課題を見
つけて取組み、自分なりの答えを見出す面白さを味わいな
がら、考える力を鍛えて欲しいと思います。

先進工学科 情報・生体システム工学プログラム
大学院 理工学研究科 情報科学専攻 情報科学プログラム 
  協創情報工学コース　小野 智司教授

❶「小児歯科学」では子どもの口を健全に育成するための知
識・理論と歯科疾患の診断・治療法を、「障害児（者）歯科
学」では特別なケアを必要とする患者さんへの対応法を教
えています。また、「臨床実習」では、実際の治療に必要な知
識や技術について指導しています。

❷小児の口腔機能の発達過程や訓練効果の検証、モーショ
ンキャプチャーを用いた歯科に関する動作解析、乳歯歯髄
細胞を用いた再生医療の研究を通して、小児歯科に関する
診断・治療法の考案や検討を行っています。

❸コミュニケーション能力、治療に必要な知識と技術、そして
探求心を持ち、社会に貢献できる歯科医師としての責任感
を身につけてほしいと考えています。

鹿児島大学病院 発達系歯科センター 小児歯科　
稲田 絵美講師

2024.11.15▶17  ＠郡元キャンパス

躍動 ― 
学生文化の花を咲かせよう！
　今年の鹿大祭のテーマは「躍動 ― 学生文
化の花を咲かせよう！」。私たち鹿大生の躍
動感あふれる学生文化を、たくさんの市民の
皆さまに見ていただきたいという思いを込め
ました。雨に降られる日もありましたが、３日間
ともキャンパスにはたくさんの来場者の笑顔が
あふれ、とても充実した大学祭となりました。
　鹿大祭の伝統として「学生が主役」という言
葉があります。７月に実行委員
会を結成してから慣れないこ
とばかりで大変でしたが、みん
なと一緒に協力して作り上げ
ていく過程はとても貴重な体
験でした。この経験をこ
れからに生かしてい
きたいと思います。

鹿大祭統一実行委員会 
副委員長

ख௩ ܒଠ Μ͞
水産学部２年

テーマ

雨で、風で、やめねーゼッテー
マジで？桜ヶ丘祭…全部生身で？

テーマ

祭大鹿 祭大鹿
第63回

第42回

2024.11.9▶10  ＠桜ヶ丘キャンパス

　一昨年、昨年と天候に恵まれなかったこと
から、今年は例年より２週間ほど日程を早め
ました。そのおかげで、今年は無事に２日間
実施することができました。医学部歯学部な
らではの献血・骨髄バンクや血圧測定、高齢
者体験などのほか、ステージではお笑い芸人
ライブなどでも盛り上がりました。
　実は準備段階で予算が足りないことが発
覚（汗）。そこから実行委員会一丸となって協
賛活動に動き、何とかギリギリで間に合いまし
た。委員長として決断しない
といけないことももちろんあ
りましたが、ひとつのチームと
して動くことの大切さをあら
ためて学んだ気がします。

桜ヶ丘祭実行委員会  
委員長

ӹຬ थ Μ͞
医学部３年

丘桜ヶ 祭丘桜ヶ 祭
ドキドキ..

WOW!

大学祭レポート
保証人アンケートでご要望いただいた
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法文学部

❶神経科学の授業を担当しており、国家資格の公認心理師
を養成するカリキュラムの1科目にもなっています。その他、
統計ソフトの使用法の授業や、科学と社会の関係性を問う
ような授業も担当しています。

❷声には感情が表現されますが、脳がそのような情報をどう表
現し、どのように受け取っているのかに興味があり、超音波
で交わされるマウスの音声コミュニケーションと、それを制
御する脳機能の研究をしています。

❸好きだと思えること、面白いと思えること、知りたいと思えるこ
とがあるということが大事だと思います。大学は自由な学び
を楽しめる場所です。気になったことを突き詰めて考えるこ
とを、誰も止めません。とても大切な時間になるはずです。

教育学部

人文学科 心理学コース / 大学院 人文社会科学研究科
菅野 康太准教授

医学部

理学部

工学部

農学部

歯学部

水産学部

共同獣医学部

Q1   先生の担当する講義や科目は？
Q2   ゼミや研究室ではどのような活動を行っているの？
Q3   学びを通して学生に伝えたいことは？

今号のテーマは各学部の「イチオシの先生」。
令和5年度ベストティーチャー賞を受賞または選考された先生を中心に、
これまでに受賞歴のある先生へ研究内容について聞きました！
˞ϕεトςΟーνャーɿຊֶڭһͷҙཉ্ͱେֶڭҭͷੑ׆ԽΛਤΔ͜ ͱΛతͱ͠ ɺڭҭ࣮ફ

һͷޭΛදজ͢ΔͷڭஶͳՌΛ͋͛ͨຊֶݦʹ

❶教育学部では中等コースの「教育心理学」、教職大学院で
は「特別の教科 道徳の授業デザイン論」「学校研究の手法
と実践」「学校における生徒指導の実践と課題」「学校にお
けるデータ分析とその活用」を担当しています。

❷研究テーマは、学校教育における道徳教育、対話学習、協
働学習です。私の研究室では、これらをテーマとした学習モ
デルを開発する研究を行っています。開発した学習モデル
は、実際に小中学校で活用してもらっています。

❸将来、教師という仕事に就くためにはどんな力が必要かを
考えて学生生活を送ってほしいという点です。身に付けてほ
しい力は、対話力、集団の統率力、協調性、物事を俯瞰でき
る力です。

大学院 教育学研究科　
假屋園 昭彦教授

❶理学部において「情報科学基礎I」「確率・統計I」「確率・
統計II」を担当しています。

❷ゼミでは、確率論に関する専門書の講読を行っています。各
自、本を読んで理解した内容を発表してもらいます。本の内
容をしっかり理解するためには、わからないことを調べたり、
他の文献を読んだりして準備する必要があります。

❸数学の専門書は途中式や証明の省略が多くあり、時には
間違いもあります。正確に理解するためには、何がどうしてそ
うなるのかを常に考えなければいけません。ゼミを通して、こ
の「常に考える」という習慣を身につけてほしいです。

数理情報科学プログラム　
塚田 大史助教

❶「運動学」や「神経系理学療法学実習」の科目を担当してい
ます。リハビリテーションに携わることを目指す学生に、人間
の動作の仕組みや原理、そして脳卒中のリハビリテーション
の実践について指導しています。

❷人間の動作解析を主な研究テーマとしています。モーション
キャプチャーや筋電図を用い、動作のメカニズムを分析して
います。また、ウェアラブルセンサーを用いることで、病院など
の臨床現場でのデータ収集や分析にも取り組んでいます。

❸私たちの研究室に所属する大学院生は理学療法士です。
研究活動を通じて、患者さんの動作のメカニズムへの理解
を深め、その知見をリハビリテーションの臨床現場で活用で
きる能力を身につけてもらいたいと考えています。

保健学科 理学療法学専攻　
木山 良二准教授

❶動物の筋肉、内臓、血管、神経について学ぶ「獣医解剖学」
や、それらの微細構造について学ぶ「獣医組織学」の講義と
実習を担当しています。

❷動物の肉眼解剖や骨標本を作製して動物の特徴を明らか
にすることや、臓器の顕微鏡標本から構成する細胞のはた
らきについて調べています。まれに外部機関から骨の鑑定
を依頼されることもあります。

❸研究活動を通して社会人としての常識を身に付けて卒業し
てほしいです。研究室には自身の支えになってくれる先輩や
後輩、そして我々教員がいます。周りとのコミュニケーション
を大切にし、考え、正しい行動を実践できる人材に育ってほ
しいなと常々思っています。

共同獣医学科 基礎獣医学講座
辻尾 祐志助教

❶水産経済学を幅広く教えています。学部では「水産経済学」
「水産商品学」「水産マーケティング論」「水産流通論」「養
殖経済論」「フードビジネス論」の6講義を担当しています。

❷当研究室は私、久賀准教授、鈴木助教の3名で運営してお
り、毎学年10～15名が所属しています。経済学と水産学の
両方を基盤とした食品産業や養殖産業の実態分析を行っ
ており、食品企業の最新の動向を学生に伝えています。

❸現代社会における水産食料の重要性を学び、それに関する
専門性を身につけ、日本と世界の水産ビジネスをリードする
人材を目指して欲しいです。そのためにも視野を広く持ち、
利己的にならず、社会への貢献意識と自己犠牲の精神を育
てて欲しいと考えています。

水産学科 水産経済学分野　
佐野 雅昭教授

❶「生物的防除論」「害虫学」「植物生産学実験」「基礎生物
学入門」「植物生産科学」を担当しています。

❷夏作・冬作の年2回、学生とともに野菜を栽培して、その野
菜上の害虫を殺虫剤に頼らず防除する方法について研究
しています。また、殺虫剤に頼らない方法で収量が減ること
がないように、収量と収穫物の品質も調査しています。

❸第一に、出荷できるレベルの野菜を自ら栽培できる力を
養っています。そのうえで、畑に現れる害虫や天敵昆虫を見
分ける力とどうすれば、害虫達を野菜から遠ざけ、天敵を寄
せることができるのか考える力を得て卒業してもらえるよう
にしています。

農学科 環境共生科学プログラム　
坂巻 祥孝教授

❶プログラミングや人工知能の講義を担当しています。学生は
講義前に講義映像を視聴して予習を行い、講義中はグルー
プで議論を重ねる形で授業を受けます。大学院では企業と
連携して課題解決型の講義を行っています。

❷機械学習や最適化など人工知能（AI）分野の要素技術と実
応用に関する研究を行っています。新しいアルゴリズムを考
案したり、企業や他分野の研究者が抱えている未解決の実
問題にAI技術を応用しています。

❸「覚える」ことで思考停止するのではなく、「意味を考える」こ
とができるようになりましょう。勉強と仕事は似ていません
が、研究と仕事はよく似ています。研究を通じて、課題を見
つけて取組み、自分なりの答えを見出す面白さを味わいな
がら、考える力を鍛えて欲しいと思います。

先進工学科 情報・生体システム工学プログラム
大学院 理工学研究科 情報科学専攻 情報科学プログラム 
  協創情報工学コース　小野 智司教授

❶「小児歯科学」では子どもの口を健全に育成するための知
識・理論と歯科疾患の診断・治療法を、「障害児（者）歯科
学」では特別なケアを必要とする患者さんへの対応法を教
えています。また、「臨床実習」では、実際の治療に必要な知
識や技術について指導しています。

❷小児の口腔機能の発達過程や訓練効果の検証、モーショ
ンキャプチャーを用いた歯科に関する動作解析、乳歯歯髄
細胞を用いた再生医療の研究を通して、小児歯科に関する
診断・治療法の考案や検討を行っています。

❸コミュニケーション能力、治療に必要な知識と技術、そして
探求心を持ち、社会に貢献できる歯科医師としての責任感
を身につけてほしいと考えています。

鹿児島大学病院 発達系歯科センター 小児歯科　
稲田 絵美講師

2024.11.15▶17  ＠郡元キャンパス

躍動 ― 
学生文化の花を咲かせよう！
　今年の鹿大祭のテーマは「躍動 ― 学生文
化の花を咲かせよう！」。私たち鹿大生の躍
動感あふれる学生文化を、たくさんの市民の
皆さまに見ていただきたいという思いを込め
ました。雨に降られる日もありましたが、３日間
ともキャンパスにはたくさんの来場者の笑顔が
あふれ、とても充実した大学祭となりました。
　鹿大祭の伝統として「学生が主役」という言
葉があります。７月に実行委員
会を結成してから慣れないこ
とばかりで大変でしたが、みん
なと一緒に協力して作り上げ
ていく過程はとても貴重な体
験でした。この経験をこ
れからに生かしてい
きたいと思います。

鹿大祭統一実行委員会 
副委員長

ख௩ ܒଠ Μ͞
水産学部２年

テーマ

雨で、風で、やめねーゼッテー
マジで？桜ヶ丘祭…全部生身で？

テーマ

祭大鹿 祭大鹿
第63回

第42回

2024.11.9▶10  ＠桜ヶ丘キャンパス

　一昨年、昨年と天候に恵まれなかったこと
から、今年は例年より２週間ほど日程を早め
ました。そのおかげで、今年は無事に２日間
実施することができました。医学部歯学部な
らではの献血・骨髄バンクや血圧測定、高齢
者体験などのほか、ステージではお笑い芸人
ライブなどでも盛り上がりました。
　実は準備段階で予算が足りないことが発
覚（汗）。そこから実行委員会一丸となって協
賛活動に動き、何とかギリギリで間に合いまし
た。委員長として決断しない
といけないことももちろんあ
りましたが、ひとつのチームと
して動くことの大切さをあら
ためて学んだ気がします。

桜ヶ丘祭実行委員会  
委員長

ӹຬ थ Μ͞
医学部３年

丘桜ヶ 祭丘桜ヶ 祭
ドキドキ..

WOW!

大学祭レポート
保証人アンケートでご要望いただいた

KADAI DAYORI KADAI DAYORI（3） （2）



私たちのアイデアが実際に商品化さ

れたことがとても嬉しいです。さっつん

の可愛さがより引き立つようなデザイ

ンに！ そして鹿大生が日常使いできる

アイテムを取り揃えました！ ぜひ多くの

方に手にとっていただきたいです。

私たちは日本赤十字社の学生ボランティアと
して活動しており、大学や商業施設で呼びか
け活動を行っています！ 県内外の学生と交流
する機会もあり様々な経験をすることができま
す！ ぜひインスタを覗いてみてください！

（　kagoshimagakusui）

うた部では桜ヶ丘祭コンサートのほか、病院で
のミニコンサートを目標に活動しています！ 幅
広い年齢層に向けたレパートリーを持ち、皆さ
んに楽しい「うた」をお届けしています♪ 初心
者も大歓迎！ 伴奏者も募集中♪♪

（　utabu_kadai）

学内個別
企業研究

セミナー・フェア

10
月
31
日
、令
和
６
年
度

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
長
賞
表

彰
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。こ
の

表
彰
は
、共
通
教
育
科
目
の
通

算
G
P
A
の
値
が
3
・
5
以

上
で
あ
っ
た
学
生
の
う
ち
、各

学
部
の
上
位
2
名
の
学
生
を

共
通
教
育
に
お
け
る
成
績
優

秀
者
と
し
て
表
彰
す
る
も
の

で
す
。

今
回
は
令
和
5
年
度
入
学

生
の
中
か
ら
法
文
学
部
・
教
育

学
部
・
理
学
部
・
医
学
部
・
工

学
部
・
農
学
部
・
水
産
学
部
の

12
名
が
受
賞
し
ま
し
た
。

12
月
5
日
、本
学
弓
道
部

（
顧
問
：
森
尾
成
之
教
授
）

は
、佐
野
学
長
へ
全
日
本
学
生

弓
道
王
座
決
定
戦
第
72
回
男

子
の
部
、お
よ
び
東
西
学
生
弓

道
選
抜
対
抗
試
合
第
70
回
男

子
の
部
の
優
勝
を
報
告
し
ま

し
た
。両
大
会
は
11
月
23
日
か

ら
24
日
に
か
け
て
三
重
県
伊

勢
神
宮
弓
道
場
で
開
催
さ
れ
、

全
日
本
学
生
弓
道
王
座
決
定

戦
は
、鹿
児
島
大
学
弓
道
部

と
し
て
出
場
し
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

東
西
学
生
弓
道
選
抜
対
抗

令
和
7
年
4
月
に
鹿
児
島
大

学
長
に
就
任
し
ま
し
た
井
戸
章
雄

で
す
。

鹿
児
島
大
学
は
1
7
7
3
年
に

島
津
家
第
25
代
島
津
重
豪
に
よ
っ

て
創
設
さ
れ
た「
藩
学
造
士
館
」を

起
源
と
し
、そ
の
建
学
の
精
神「
学

問
の
自
由
と
多
様
性
を
堅
持
し
つ

つ
、自
主
自
立
の
進
取
の
精
神
を

尊
重
し
、地
域
と
共
に
社
会
の
発

展
に
貢
献
す
る
」こ
と
と
と
も
に
教

育
を
通
じ
て「
向
上
心
を
持
っ
て
自

ら
困
難
に
立
ち
向
か
い
、国
際
社

会
で
活
躍
し
う
る
人
材
を
育
成
す

る
」こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

本
学
で
は
、「
進
取
の
精
神
」を

自
ら
培
い
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を

有
し
、世
界
に
羽
ば
た
き
活
躍
で
き

る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、海
外

留
学
・
海
外
研
修
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
お
よ
び「
進
取
の
精
神
」を
具

現
化
し
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
取
組
み
を

支
援
し
、学
生
の
向
上
心
を
育
て

る
た
め
の
奨
学
金
制
度
や
表
彰
制

度
を
設
け
、学
生
が
安
心
し
て
学
べ

る
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
を
整
え
て
い
ま

す
。さ
ら
に
、９
つ
の
学
部
と
９
つ
の

大
学
院
研
究
科
に
１
万
人
を
超
え

る
学
生
が
在
籍
し
て
い
る
総
合
大

学
の
強
み
を
活
か
し
た
学
部
横
断

的
な
学
び
、地
域
と
協
働
し
た
学

び
、地
域
特
性
を
活
か
し
た
体
験

型
教
育
、社
会
の
急
激
な
変
化
を

見
据
え
た
柔
軟
な
教
育
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

２
つ
の
世
界
自
然
遺
産「
屋
久

島
」と「
奄
美
大
島
・
徳
之
島
」に
加

え
て
、世
界
文
化
遺
産「
明
治
日
本

の
産
業
革
命
遺
産
」を
有
す
る
鹿

児
島
の
豊
か
な
自
然
、固
有
の
文

化
・
歴
史
と
い
う
恵
ま
れ
た
環
境
の

中
で
、様
々
な
こ
と
を
学
び
、人
と

し
て
も
成
長
し
、鹿
児
島
大
学
で
学

ん
だ
こ
と
に
自
信
と
誇
り
を
持
っ

て
国
際
的
に
も
活
躍
で
き
る
人
材

に
育
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

本
学
が
目
指
す
困
難
な
課
題
に

果
敢
に
挑
戦
す
る「
進
取
の
精
神
」

と
国
際
的
な
広
い
視
野
を
備
え
た

人
材
育
成
に
皆
さ
ま
と
共
に
手
を

取
り
合
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。未
来
を
創
る
若
者
た
ち
へ

の
ご
支
援
、ご
協
力
、宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

試
合
は
、九
州
地
区
代
表
と

し
て
本
学
弓
道
部
か
ら
２
名

が
選
抜
さ
れ
、西
軍
の
優
勝
に

大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。ま

た
、両
大
会
に
お
い
て
、高
尾

真
叶
さ
ん（
教
育
学
部
３
年
）

が
最
優
秀
選
手
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
、顕
著
で
優
秀
な
成
績

を
修
め
ま
し
た
。

佐
野
学
長
か
ら
は
、「
学
業

と
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
素

晴
ら
し
い
結
果
を
修
め
ら
れ

た
。今
後
も
大
会
連
覇
に
向
け

て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」と
、祝

福
と
激
励
が
あ
り
ま
し
た
。今

後
と
も
本
学
弓
道
部
へ
の
応
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
本
学
同
窓
会
連
合

会
協
力
の
も
と
、12
月
7
日
に

「
き
ば
い
や
ん
せ
、鹿
大
生

2
0
2
4
！
」を
開
催
し
、44

名
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、全
学
年
の
学

生
が
、様
々
な
キ
ャ
リ
ア
を
有

す
る
卒
業
生
に
直
接
話
を
聞
い

た
り
質
問
を
し
た
り
す
る
な
ど

対
話
を
通
じ
て「
働
く
こ
と
」の

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
、今
回
は
5
名
の
卒
業
生
を

お
迎
え
し
開
催
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
卒
業
生
か
ら
業

界
動
向
や
業
務
内
容
、在
学

中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
い
っ
た
自

己
紹
介
が
あ
り
、そ
の
後
、グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
テ
ー
マ
に

つ
い
て
意
見
を
出
し
合
い
、発

表
に
対
し
て
各
ゲ
ス
ト
か
ら

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
含
め
た

エ
ー
ル
や
ア
ド
バ
イ
ス
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

参
加
学
生
に
よ
る
事
後
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
前
向
き
な
声
が

多
く
あ
り
、仕
事
理
解
の
促
進

だ
け
で
な
く
、在
学
中
の
今
で

き
る
行
動
が
将
来
必
ず
役
に

立
つ
こ
と
な
ど
、多
く
の
気
づ

き
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、今
回
参
加
い
た
だ
い

た
卒
業
生
に
は
、本
学
学
生
の

適
切
な
キ
ャ
リ
ア
観
の
醸
成
を

図
り
、社
会
で
活
躍
す
る
人
材

育
成
を
目
的
と
し
た「
鹿
児
島

大
学
名
誉
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
」を
委
嘱
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
終
了
後
に
は
、多

く
の
学
生
が
残
り
質
問
す
る

な
ど
親
睦
と
理
解
を
深
め
、

卒
業
生
と
い
う
レ
ン
ズ
を
通
し

て
未
来
の
自
分
を
考
え
る

〝
き
っ
か
け
〞と
な
る
有
意
義

な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
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第35号

3月25日、卒業式・修了式を挙行。
最高の仲間と最高の笑顔で学び舎を巣立ちました！

今号では、読者アンケートで多くのお声をいただきました“大学祭の様子”を取り上げました。
楽しい雰囲気や開催に尽力した実行委員の思いが伝わればと思います。他にも学生広報サ
ポーターがアイデアを出し合い実際に商品化した鹿大オリジナルグッズにも注目です。大学の
最新情報はHP・Instagramにて随時更新していますのでぜひご覧ください。

弓
道
部
が
学
長
へ
全
日
本
学
生

弓
道
王
座
決
定
戦
お
よ
び
東
西

学
生
弓
道
選
抜
対
抗
試
合
の

優
勝
を
報
告

共
通
教
育
に
お
け
る

成
績
優
秀
学
生
を
表
彰

「
き
ば
い
や
ん
せ
、鹿
大
生

2
0
2
4
！
」を
開
催

EVENTS IN KAGOSHIMA UNIVERSITY

このほかにも公式HPやインスタグラムにて、さまざまな情報を発信中！ 2024.10-2025.3NEWS

自動車部は自動車競技をはじめとした、自動
車に関わる活動を行っています。昨年の大会
では、初出場ながら全国大会６位の成績を収
めました。今年は株式会社マルマエ様と共に、
九州学連戦への出場を目指しています。

自動車部
主将：松尾 紘斗さん（工学部3年）
部員数：29名（男子28名、女子1名）

令和７年度 キャリア形成支援センター主催イベント

献血推進サークル「てんてん」
代表：若杉 奈央さん（法文学部2年）
部員数：11名（男子5名、女子6名）

医歯学合同うた部
部長：松本 萌さん（医学部3年）
部員数：28名（男子10名、女子18名）

公
認

サー
クル一覧はこちら

学
長
就
任
の
ご
挨
拶

国立大学法人鹿児島大学長
井戸 章雄

略 

歴
S59 .6  長崎大学医学部附属病院 第一内科 研修医
H 2 .9 カルガリー大学医学部 生化学教室 研究員
H 8 .11 宮崎医科大学医学部 内科学第二講座 助手
H13.10 同　　　　　　　　　　　　　　　  講師
H14.7 京都大学医学部附属病院 探索医療センター 助教授
H19.7 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科健康科学専攻人間環境学講座
 消化器疾患・生活習慣病学分野 准教授
H26.1 同　　　　　　　　　　　　   教授
H27.4 鹿児島大学医学部・歯学部附属病院病院長補佐（兼任）
R 3 .4 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 研究科長（兼任）
R 5 .4 鹿児島大学 理事・副学長（研究・情報担当）
R 7 .4 鹿児島大学 学長
 現在に至る

キャリア総合ガイダンス
（キャリアスタートアップセミナー）

かごしま課題解決型キャリア実習
（職業体験）募集説明会

きばいやんせ2025

かごしま課題解決型キャリア実習
（職業体験）受入企業によるプログラム説明会

全学年

学部１年生
学部2年生

学部３年生
修士１年生

学部４年生
修士２年生

大学院生

その他

インターンシップ選考対策講座
～自己理解・

（大手）企業研究編～

大学院生のための
キャリアガイダンス

～総合編～

大学院修士学生のための
キャリアガイダンス

～①文系編 ②理系編～

公務員試験対策ガイダンス 留学生向け
就職ガイダンス

個別企業説明会・業界研究セミナー

公務員希望者向け
ガイダンス①

公務員希望者向け
ガイダンス②

就活リスタート講座

大学院博士学生のための
キャリアガイダンス

～①文系編 ②理系編～

インターンシップ選考対策講座
～イベント活用編～

インターンシップ＆
仕事研究セミナー事前ガイダンス

インターンシップ＆
仕事研究セミナー（ブース形式）

インターンシップ選考対策講座
～ESの書き方編～

インターンシップ選考対策講座
～面接編～

就活マナー実践講座
～基礎編～

就活マナー実践講座
～実践編～

模擬面接実践講座

就活選考対策講座
～ESの書き方編～

就活選考対策講座
～面接編～

模擬面接実践講座

SKYCAMP
募集説明会

インターンシップ
振返り講座

進路ガイダンス

２年生のための就活
スタートガイダンス

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

Web 対面 Web・対面※スケジュールは変更することがあります。詳細はキャリア形成支援センターHPを確認ください。

４月７日、鹿児島県総合体育センター体育
館にて入学式を執り行いました。今年度の入
学生は、学部生1,924名、大学院生621名の
計2,545名。ご来賓およびたくさんのご家族の
皆さまにご参列いただきました。式では井戸章
雄学長による入学許可に続き、今吉粒桜さん

（学部入学生代表）、阿野太郎さん（大学院入
学生代表）が入学生宣誓を行いました。

幼い頃に入院した際、医師や看護師の方々に支えていただき、
いつか私も医療従事者として鹿児島に恩返ししたいと鹿児島大
学に入学しました。大学では離島へき地医療や緩和ケアなど学
びたいことがたくさんありますし、ボランティアサークルにも入りた
いです。健康面だけでなく、精神面でも寄り添えるような医療従事
者を目指して頑張ります。

学部入学生代表
医学部 保健学科 今吉 粒桜さん

学部３年時から比較心理学ゼミに入り、動物の行動の特性か
ら人間の行動にも通じる原理などを研究しており、もっと突き詰め
て研究したいと大学院に進学しました。大学院ではさらに実験を
重ねてデータを増やし、いずれは学会などで発表していければと
考えています。他にも、脳が分泌するホルモンにも興味があるので
ひたすら研究に没頭したいです。

大学院入学生代表
人文社会科学研究科 人間環境文化論専攻 阿野 太郎さん

ご入学おめでとうございます
このたび、学生広報サポーターが学生ならではの視点で意見を出し合
い、大学のオリジナルグッズ新商品の企画・デザインの検討・製作を行
いました。現在、インフォメーションセンターで好評販売中です。

ポロシャツ（2種）

マフラータオル

パタパタメモ

アクリルキーホルダー

缶バッジ

トートバッグ

かごんまの色より

あっまっ色（灰汁巻色）

を使用。

2個セットが
ガチャになって

登場！！

※その他の大学オリジナルグッズはHPからご覧いただけます。

KADAI DAYORI KADAI DAYORI
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保 証 人 の 皆さまへ

※本紙の送付にあたっては、学生が学務Webシステムに登録している住所データを利用しています。住所変更時や送り先の変更を
ご希望の場合は、学生に変更手続きを行うようご連絡ください。住所を含む学生情報の変更は、学生本人のみ行うことができます。

鹿児島大学
公式HP

学生何でも
相談室

広報誌
「鹿大ジャーナル」

YouTube
鹿大チャンネル

広報センター
Instagram

気軽にご相談
ください！

編集後記
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